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——キング牧師と黒人キリスト教信仰の伝統——
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The “I Have a Dream” Speech as a Sermon:
Martin Luther King, Jr. and the African
American Church Tradition
KUROSAKI MAKOTO
The civil rights movement in the United States during the late 1950s and
1960s was the struggle on the part of African Americans to gain full
citizenship rights and to achieve racial equality. On August 28, 1963,
approximately 250,000 people gathered at the nation’s capital to partici-
pate in the “March on Washington for Jobs and Freedom.” The high-
light of the march was Martin Luther King, Jr.’s address from the steps
of the Lincoln Memorial, known as the “I Have a Dream” speech, which
not only aroused the conscience of the nation at that time but also
continues to inspire the people of the nation.
The purpose of this paper is to consider some of the important aspects of
King’s “I Have a Dream” speech. In this paper, starting with the fact
that King was ﬁrst and foremost an African American preacher, it will be
shown that how the content and the style of the speech were deeply
related with his African American church tradition. Four aspects in
particular will be discussed: (1) the two roots of his “dream”; (2) his
stress on Christian “justice” as well as Christian “love”; (3) his preach-
ing style such as “call and response,” “rhythm,” and “repetition”; and
ﬁnally, (4) the dimension of spirituality of the speech.
キーワード: キング牧師、“I Have a Dream” 演説、キリスト教、説
教スタイル、黒人霊歌
1. はじめに
米国では、1963年 8月 28日、公民権運動の高まりの中で ‘仕事と自由
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のためのワシントン行進’ が行われた。25万人が参加(黒人は約 4分の 3)
したこの行進は、黒人解放運動の正当性を全国に承認させる象徴的出来事
となった。とりわけ、このときリンカン記念堂前で行われたマーティン・
ルーサー・キング・ジュニア (1929–68)による “I Have a Dream” 演説
は、第 16 代大統領エイブラハム・リンカンの ‘ゲティスバーグ演説’
(1863年)にも比せられる歴史的演説として人々に記憶されている。1) そし
て、1986年以降、1月の第 3月曜日は ‘キング記念祝日’ (Martin Luther
King Holiday) として国民祝日となっている。2)
米国において、‘キング記念祝日’ が制定され、また “I Have a Dream”
演説が霊感を与える (inspire) ものと高く評価されている背景は何であろ
うか。それは、同演説の中でキングが自分の夢を ‘アメリカの夢に深く根
ざした夢であります (It is a dream deeply rooted in the American dream)’
と語ったように、彼が探求した夢が米国民の精神的支柱である ‘アメリカ










所に彼の名前、行進関連記述、日付と共に “I HAVE A DREAM” という
言葉が大きな文字で刻み込まれた。3)




















2. キングにおける ‘夢’ の根拠






られている民主主義の精神である。“I Have a Dream” 演説では、独立宣
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て発展してきた (Cone, 1986a, p. 84)。奴隷制という徹底した非人間化と
家族破壊の試みに直面した黒人にとっての中心的問いは、いかにして生き













































































闘いにとどまらず、その枠を超えてまさに ‘アメリカの運命’ (King, 1964,





3. “I Have a Dream” 演説における ‘正義’ の強調
1950、60年代公民権運動の特徴の一つは、非暴力直接行動という戦術が
実践されたことであった。“I Have a Dream” 演説においても、キングは
非暴力の必要性を ‘私たちの創造的抗議 (our creative protest) を物理的暴
力 (physical violence) に堕落させてはなりません’ という言葉で力説して
いる。周知のごとく、この運動方式がキリスト教の愛に基づくものである
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ことは、キング自身が様々な場面で語ってきた。しかし、この側面ばかり
に注目することは、キング、非暴力直接行動、そして “I Have a Dream”
演説が持つラディカルな側面を見落とすことになりかねない。言いかえれ
ば、キングはキリスト教の正義をも強調したのである。
キングは、著書 “汝の敵を愛せよ” の中で、神の性質について ‘愛と正























全く逆の関係において叙述されている (1958, p. 62; 1959, 69–70頁)。すな
わち、正義より愛の重要性が、強制より説得の必要性が説かれているので








同演説において ‘愛 (love)’ という言葉は一度も使用されていない。これ




4. “I Have a Dream” 演説と黒人説教スタイル
キングの語り口に関し、コーンは、‘黒人教会における語り口 (style) と
意味 (meaning) の関係をマーティン・ルーサー・キングほど的確に理解
した者はいない’ (1984, p. 212)と書く。また、H・J・スピラーズは、‘キ
ングは常に説教をした。彼の政治的講演でさえも、詩的内容と構造を備え
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の形式が黒人宗教音楽から大きな影響を受けてきたことは十分に想像でき
る。この点に関し、ウォーカーはさらに以下のように説明する。
黒人説教は伝統的に文字的 (literary) であるよりも聴覚的 (auditory)
である。すなわち、それは精神 (mind) へのルートとして視覚 (the eye)













けると、聴衆は ‘然り (Yes)’、‘繰り返して (Repeat that)’、‘アーメン
(Amen)’ などの言葉で説教者に語り返す。説教の最中、説教者と聴衆との
間にはこうした相互の語り返し、すなわち ‘呼掛けと応答 (call and re-
sponse)’ の関係が成立する。それにより説教者と聴衆の間には一体感が生
まれ、聴衆は説教者から霊的活力をもらうと同時に、説教者も聴衆から霊
的活力をもらうのである (Walker, 1993, p. 25)。
“I Have a Dream” 演説を実際に聴いてみると、キングの語り口は全体
を通じて ‘呼掛けと応答’ の伝統が踏襲されていることが理解される。そ
れが分かるようにその一部を原文で抜き出すと、以下のようになっている。
But we refuse to believe that the bank of justice is bankrupt. (My Lord)
[Laughter] (Sure enough) We refuse to believe that there are insufﬁcient
funds in the great vaults of opportunity of this nation. And so we’ve come
to cash this check (Yes), a check that will give us upon demand the riches
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of freedom (Yes) and the security of justice. [Applause] (‘カッコ’ 内が
聴衆の応答を示す)
‘呼掛けと応答’ と並ぶ黒人説教のもう一つの特徴は、‘リズム (rhythm)’






徴は説教の形式にも影響したのである (Walker, 1993, p. 25)。“I Have a
Dream” 演説においても、キングの語り口は随所で ‘リズム’ と ‘反復’  の
伝統が踏襲されていることが理解される。13) その一部を原文で取り出すと、
以下のようになっている。
With this faith we will be able to  hew out of the mountain of despair a
stone of hope. (Yes) With this faith we will be able to  transform the
jangling discords of our nation into a beautiful symphony of brotherhood.
(Talk about it) With this faith (My Lord) we will be  able to  work
together, to pray together, to struggle together, to go to jail together, to
stand up for freedom together, knowing that we will be free one day.
[Applause]
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(tone) と動き (movement) であり、彼らはそれを神の聖霊の臨在の道
具であると信じ、その結果自分たちに自由への希望を確かに授けてくれ
るものと信じたのである。彼らが自由は到来しつつあると信じる理由は、
説教の出来事自体 (the sermon event itself) の中でそれがどんな味か前
もって与えられるからである (1984, p. 212)。(下線は引用者による)





の最後の部分—“I say to you today, my friends, . . . ” 以下—では、つ
いに準備原稿を離れて即興的に語ったのであった (Garrow, 1986, p. 283)。
反対に、参加者からは、同スピーチが ‘深い霊的体験 (a deeply spiritual
experience)’ であったとの声が聞かれたのである (Hampton & Flyer, 1990,



















































とを意味している。ここでわれわれは、“I Have a Dream” 演説が実際に





し 21人が負傷している。1956年 1月から 1963年 5月にかけて、アラバマ
州だけをとってみても、白人至上主義者が行った黒人教会や黒人宅などの
爆破事件は、実に 32回を数える。14) それゆえ、‘悪夢’ の中で語られるキ
ングの ‘夢’ は、単なる楽観主義ではなく、現実を直視した上でなおもそ
れを ‘信仰 (faith)’ によって乗り越えようとするものである。以上の文脈





夢があると。(I say to you today, my friends, so even though we face the
difﬁculties of today and tomorrow, I still have a dream.)
(下線は引用者による)
それでは、悪夢の中にあって ‘それでもなお’ 夢や希望を語ることはな



















(Cited in Garrow, 1987, September, p. 443)。(下線は引用者による)
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たのであった。




喝采]… 私には夢があります。それは、いつの日か (そう Well) [拍手
喝采] 自分の 4 人の小さな子供たちが彼らの皮膚の色によってではな
く、彼らの人格の中身によって評価される国に住むようになるであろう










すべての者が共にこれを見る(然り Yes)’ (旧約聖書イザヤ書 40章 4–5
節)という夢です…
(‘囲み’ はリズムと反復、‘カッコ’ 内は聴衆の応答を示す)
このことと関連して、“I Have a Dream” 演説が ‘ついに自由になった






拘束からの解放であった(ウォーカー 1991、29頁; Cone, 1972, p. 32)。
“I Have a Dream” 演説で引用されている黒人霊歌 ‘ついに自由になっ
た’ は、リンカン大統領による ‘奴隷解放宣言’ が出された 1863年頃に作













も私の悩みを知らない’ (Cone, 1972, p. 58)によって確認してみよう。
“Nobody Knows the Trouble I’ve Seen” ‘誰も私の悩みを知らない’
Nobody knows the trouble I’ve seen, 誰も私の悩みを知らない、
Nobody knows but Jesus, 主イエスの他は誰も知らない、
Nobody knows the trouble I’ve seen, 誰も私の悩みを知らない、
Glory Hallelujah! グローリ、ハレルヤ !
奴隷制という過酷な現実の中にあって、黒人奴隷が ‘誰も私の悩みを知
らない’ と歌うことは納得されるところである。しかし、同時に主をたた




(Cone, 1972, p. 52; 1975、95頁)。言いかえれば、黒人奴隷たちは最終目
的地点から現在を見ることができるがゆえに、現在の奴隷状態を一時的に
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早めることができるのです。‘ついに自由になった ! (然りYes) ついに
自由になった ! 全能の神に感謝すべきかな、私たちはついに自由になっ
た ! (“Free at last! Free at last! Thank God Almighty, we are free at




































た希望の犠牲者である’ (King, 1968, p. 76) と認めながらも、黒人キリス
ト教信仰の伝統にひたすら目を向け ‘それでもなお私には夢がある’







“I Have a Dream” 演説からだけでは浮かび上がってこないキングの夢の
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注
1) “I Have a Dream” スピーチ冒頭の “Five score years ago . . . ” は、‘ゲティス





2) ‘キング記念祝日’ 制定過程とそれが含む問題については、(大類 2002)を参
照されたい。
3) New York Times (August 23, 2003, p. A7)、“毎日新聞” 朝刊 (2003年 8月
25日、7頁)。






5) 本稿で使用する “I Have a Dream” 演説のテキストは、(Carson & Kris, 2001,
pp. 81–87)に収録されているものとする。同テキストには、キングと聴衆との
‘呼掛けと応答’ の関係も記されており有益である。また、同演説の実際の声や






用した (p. 208)。同演説は、“The American Dream” の題で (Washington, 1986,
pp. 208–216)に収録されている。
8) Ibid., p. 208.
9) Ibid.
10) 同演説は、(Carson & Kris, 2001, pp. 7–12) に “Address to the First Mont-
gomery Improvement Association (MIA) Mass Meeting” の題で収録されてい
る。引用部分(黒崎訳)は、(pp. 11–12)。
11) 同箇所を (King, 1958, p. 62) から引用(黒崎訳)すると、以下のようになっ
ている。
‘私たちがとる方法は、強制ではなく説得という方法でしょう。…’ キリスト















13) 同演説中の反復フレーズを順次拾い上げていくと、“One hundred years
later . . . ,” “Now is the time . . . ,” “We can never be satisﬁed . . . ,” “I have a
dream . . . ,” “With this faith . . . ,” “Let freedom ring . . . ” となる。
14) 爆破件数は、Southern Regional Council. (1963, June). “Southern Bomb-
ings, January1, 1956-June 1, 1963,” New South, Vol. 18, No. 6の報告を基に算出
した。
15) 晩年のキングはこの言葉を様々な場面で述べているが、たとえば 1967年 8月
17日の ‘南部キリスト教指導者会議’ (Southern Christian Leadership Confer-
ence) の年次大会での演説が挙げられる。同演説は、Carson & Kris, pp. 171–
199 に収録されている。引用部分は p. 195。
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